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2002年には, 山内眞著 「ガラテヤ人への手紙」 日本キリスト教団出







と に なっている。佐藤氏は, Q資料の研究者として知られている研究
者であるが, かつてヤ コ ブ書の注解を 「聖書と教会」 に連破したこと
があるし(l987年10月号からl988年9月号), ヤ コ ブ書についての論
文も数本書いてぉり, ヤ コプ書の研究者でもある。小河氏は, 編集史
的立場に立つたマタイの研究者であるが, 荒井献・大買隆両氏によっ
て提唱された文学社会学という方法論の批判者としても知られている









初期から一貢してヤコ プ書を研究して来てぉり, 彼のヤ コ プ書研究の
歴史は既に一五年に達している。 辻氏のヤ コ プ書研究の山は, スイス
のぺルン大学神学部に提出して受け入れられた博士論文, Glaube
zwischen Vollkommenheit und Verwe用ichung. Eine Untersu-
chung zurliterarischen Gestalt und zur inhaltlichen Koharenz des
Jakobusbriefes (WUNT I I ,9 ;Tubingen:Mohr,1997)である。他
方,辻氏は学位論文の執筆の時に蓄積した知識を基礎に,「福音と世界」
l999年l月号から2000年1月号にわたり, ヤ コ プ書の注解を連破し
ているし,2000年に日本キリスト教団出版局から出た「新共同訳新約
聖書略解」 のヤ コ プ書の項も担当している。今回の注解書は, 辻氏の
ヤ コ プ書研究の集大成とも言うぺき性格を持つている。
通の今回のヤ コ プ書注解は, 新教出版社から, 刊行されている「現
代新約聖書注解全書」の一環として刊行された。 「現代新約聖書注解全
書」 は, 1960年代の後半より刊行が始まったが, 田川建三氏の「マル
コ福音書 上巻」, 荒井献氏のl'使徒行伝 上巻』, 佐竹明氏の 「ガ ラ
テヤ人への手紙」,「ピリピ人への手紙」 ,「黙示録 上下巻」 しか刊行
されていない, 未完成の新約聖書注解全集である。田川, 荒井, 佐竹
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本書は, ヤ コ ブの受容史, 文学類型, 著者と受取人, 構成, 思想的
特徴, 言語と文体, 成立事情を論じた序論部分と(1-46頁), 個々の箇
所の釈義を行う本論部分(47-272頁), 参考文献表(273-291頁)から構
成されている。著者は, 「神と主イ ェス・キ リ ス ト の僕ヤ コ プより, 離
散しているl2部族へ挨拶を送る」と い う, 発信人ヤ コ プの名と受信人
と挨拶の定型句を記した, 書簡的書き出しの句(ヤ コ1:1 )の存在を
主たる根拠に, ヤ コプ書が手紙であると判断する(5-13頁)。但し, 著
者によれば, 「神と主イ ェス・キリストの僕ヤ コ プ」 とは, 初代教会の
最高指導者の一人であった主の兄弟ヤ コ プ ( ガ ラ 2 : 9 ; 1 5 : 1 3-2 l ) を
指しているが, 実際にヤ コ ブがこの書簡を執筆したのではなく, 本書





本書は, ヤ コ プ書が, 相互に関連のないバラバラの勧告をまとめた





宛てた回状の形式を採る 「ディアスポラ書簡」 の伝統があり (IIマカ
1 : 1-9 ; l : 1 0-2 : 1 8 ; エレミヤの手紙, シ リ ・バル78-86章), 初期
キリスト教の一部の書簡に影響を与えていると考える(使15:23-29;
I ぺ ト ロ 書, ヤ コプ書)。「神と主イ ェス・キリストの僕ヤ コ プより, 離
散しているl2部族へ挨拶を送る」ヤ コ プ書は(ヤコ 1 : 1 ), 著者によ
れば, 「キリスト教ディアスポラ書簡」なのである(22-23頁)。 ここで





MalherbeAncient EpistolaryTheorists (SBL Sourcesfor Biblical
Study19;Atlanta:Scholars,1987)は, 古代書簡理論に関する一次
資料を集めた便利な資料集である。 D.E.Aune,The New Testament
in its LiteraryEnvironment(Philadelphia:Westminster,1987)158
-225;D.Dormeyer,Das Neue Testament im Rahmen der antiken
Literaturgeschichte (Darmstadt:WBG, 1993) l90-l 9 8 ;H .-J.








「書評:社学著 「ヤ コ プの手紙」 新教出版社, 2002年」 5
し, 「勧告的書簡(pareneticletter)」 という類型の書簡が存在するこ







タイプの書簡の創造J 「新約学研究」第24号, 1996年, l6頁を参照)。
ヤ コ ブ書の神学思想について,著者は次の様に述ぺる。「このように,
ヤ コ プ書の著者は, 信仰者が, 賛美・項栄・祝福といった宗教的儀礼
を大事にしている一方で, 教会内の貧しい者を冷遇したり, 教会員同
士で相争い, 憎しみ合つているという矛盾を鋭く突いている。 これこ
そが, ヤ コプ書の重要な思想的特徴なのである。著者が, 神学的概念
についての思弁を展開しないのは,そのような神学論議の中身よりも,
神学が教会の実践とどう結びっいているかを問題にする, 著者の視点
のゆえに他ならない」(38頁)。 「こ の よ う に, 創造論と終末論を前後の





う と, 祭儀的条項を含む律法の遵守に拘泥した 「ユダヤ主義者』を考
えることが多いが, ヤ コ プ書は, また別の形の「ユダヤ教的キリスト
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教」 も初期キリスト教の中に存在したことを示している」 (4 l頁)。 著
者によるヤ コ プ書の神学思想の基本的特徴の把握は, 概ね妥当なもの
だ と, 評者は考えるが, さらに進んで, 初期キリスト教の中にあった
ユダヤ人キリスト教の様々な潮流をより具体的に描き出し, その中に
ヤ コプ書の思想を位置付けてみることが必要であろう。特に, キ リ ス
トの教えが律法を成就することや(マタ5:17-20), 聞くだけでなく,
行うことを勧める(マタ7:24-27), マタイ福音書が伝える山上の説教





られた箇所を選んで論評したい。ヤ コ 1 : l 3 は, 試練・誘惑が神に由
来することを否定する興味深い箇所である。旧約においても(申8:2;
ヨプ36 : 1-24), 新約においても(Iコ リ l : l 3 ; へプ l l : l 7-19;12:
4-13),神が教育的日的を持つて人間に試練を与えるという考えがある
だけに, ヤ コ プ書のこの立場はとりわけ興味深い。著者は, 初期ユダ
ヤ教文献の中に試練が神に由来することを否定する議論があることを
指摘し(ヨぺル17:16とシラ15: l 1 ), ヤコブ書の著者は特に, 「主の
せいで私は道を外れた, と 言 う な。彼は自分の憎むことをしないから
である。彼が私を誤らせた, と 言 う な。彼は, 罪ある人間を必要とは
しないからだ。」というシラ15: l lの考え方を継承しているとする(72
頁)。著者はあまり論じていないが, この議論の背景に存在している神
議論的間題は, 興味深い。 この世の生活の中において, 悪の存在と信
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性もある。 シラ書の著者やヤ コ プ書の著者が, 反論しているのは, こ
の後者の考え方なのである。 ヤ コプ書は, 議論をもてあそんで, 講惑
に負けて罪を犯すことの責任を神に転嫁することを拒否していると言
え よ う。 ヤ コ プ書の著者によれば, 罪への誘惑は人間の欲望から来る
のである(ヤコ 1 : l 4-l5を参照)。
ヤ コ 2 : l 4-26は,信仰と行いによって人が義とされるというテーゼ
を提示する有名な箇所である。 この簡所と, 人は律法の行いによらず,
ただイ ェス ・ キ リ ス トを信じる信仰によって義とされるという (ロマ
21-2 6 ; ガ ラ 2 : l 6-2 1 ; フ ィ リ 3 : 9 ),パウロの信仰義認論との関係が
当然間われる。 著者は, ヤ コ プが批判しているのは, パウロ主義の誤
解に対してであり, パウロの思想そのものではないという立場 (川村
輝典, 佐藤研) を批判し, ヤ コ プはパウロの思想そのものを批判して
いると主張する(140-148頁)。 ここで間題になるのは, パウロが人は
「律法の行い」によって義とされない :と主張しているの対して(ガラ2:
l6), ヤ コプが「律法の」 という限定を付けずに, 単 に「行い」によっ
-16l-
て義とされると主張していることである。 そこから, ヤ コ プはパウロ
の信仰義認論を正しく理解していないとか, ヤ コ ブはバウロ主義の誤
解に対して攻撃を加えたのであるとされるのである。 この問題につい
て, 著者は以下のように述べている。
「バウロが間題に した「律法の行い」 とは, 割礼のような, 異邦人伝
道の際に間題となる律法の祭傲的条項であった (ローマ3 : 30 ; 4 : 9
- l 2 ; ガ ラ テ ヤ 5 : 2-6)。 そのような「律法の行い」によってではなく,
ただ信仰によって人は義とされるとパウロは主張している。 しかしな
がらヤ コプ書における 「行い」 とは, そのような祭儀律法を指すので
はない。ヤ コプ書の著者が求める 「行い」 とは, 何よりも隣人愛の実
践であり(2:8,15- l6), 神への全き服従である(1:4 ;2 :21 )」 (143
-144頁)。
この議論は大変奇異に見える。 バ ウ ロ が 「律法の行い」 に言及する
と き, 専ら祭儀律法の遵守を念頭に置いていたなどと言う見解は, バ
ウロ研究者の間には全く見られないからである。 バウロが割礼に言及
す る と き, 割礼を受けた者=ユダヤ人と無割礼の者=異邦人との対比
を念頭に置いていることがあるのは事実である(ロマ2:25-2 6 ; 3 : l ,




ムに与えられた永遠の契約のしるしであり(創l7:l l ,13), アプラハ
ムの子らであるュダヤ人に与えられた神の命令であったからである
(創17 : 9-l4)。逆 に 言 う と, 異邦人がュダャ教に改宗して, 割礼を受
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における 「日の見えない人たちの導き手」 を自認しているが, 実際の
ところ律法を守つていないと非難し(ロマ2:17-24), その例として,
彼らが「盗むな」 という倫理的戒めを教えながら, 自らそれを破つて









求をなす律法もその戒めも聖なるものであり (7 :12), 律法は本来館




で あ る ( 7 : 7-l l )。
他方, パウロもまたヤ コ プと同様に(ヤ コ 2 : 8 , l 5-l6), 律法の倫
理的要求の根底に隣人愛の戒めを見出し,「あなたの隣人をあなた自身
のように愛しなさい」というレビ19:18の隣人愛の戒めを律法の総括





て導かれ, 愛に生きる者のう ち に, 結果として隣人愛の戒めは成就す
る の で あ る ( 5 : l 3-26)。




必然として, ヤ コ プの中心的主張そのものも把握も本質からずれてし
ま う こ と に な る。バ ウ ロ と ヤ コ プの恩想的対立の根本は, 本当に, 祭
儀律法の遵守を念頭に置くのか, 倫理律法の遵守を念頭に置くのかと
いう違いなのだろうか?上に見たように, 律法理解について, 両者の
間に大きな違いは認められない。 両者の違いは, むしろ, 信仰と行い





「書評:辻学著 「ヤコプの手紙」 新教出版社, 2002年」 l l




( ロ マ l 0 : 3 )。しかし, 律法の行いは人間を神の前での義に導くことな
く, むしろ, 罪の自覚に導く(ロマ3:20)。人が神の前に義とされる
のは, ただイ ェ ス・キ リ ス ト を 信 じ る 信 仰 に よ り ( ロ マ 3 : 2 1-2 6 ; ガ
ラ 2 : 1 6 ), 神の一方的な恵みによるのである(ロマ5:l5-1 7 ; ガ ラ 2 :








会に, 従来, 日本の新約学者の間でもキリスト教史学者の間でも, 論
じられることの少なかったヤ コプ書につての, 本格的な学間的検証が
重なられることを望みたい。
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